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有明海湾奥部底層の溶存酸素の変動（７月中旬から８月下旬）と今後の見通し 

 有明海湾奥西部海域で実施した広域調査結果によると、７月１６日には湾奥西部海域の

の広範囲で溶存酸素飽和度が１０％以下となる著しい貧酸素状態になっていました。しか

し、７月１８日～１９日にかけて九州東方を北上した台風６号により北寄りの強風が連吹

したため、湾奥底層の溶存酸素飽和度は６０％程度にまで回復しました。 

 その後、７月末の小潮期に向かって、湾奥部で再び溶存酸素が低下し、貧酸素化しまし

た。７月２７日には浜川沖で溶存酸素飽和度２％の著しい貧酸素状態になりました（図１）。  

 しかし、その後、急速に溶存酸素濃度が上昇し、８月上旬の大潮には有明海湾奥では貧

酸素が改善しました。その後の小潮期（８月５～８日）を経て、８月１２日頃まで湾奥の

底層で溶存酸素濃度が低下しました（図１～３）。その後、潮汐が大きくなったこと、及び

南の強風が連吹したことから、湾奥浅海域では貧酸素から回復しました（図４）。 

 小潮期に入った８月２１日頃から湾奥浅海域底層（浜川観測棟、六角川観測棟、浜川沖

等）では溶存酸素飽和度が急速に低下しました（図１～３）。８月２３日の午後には南寄り

の強風が吹いて湾奥底層の溶存酸素が上昇し、貧酸素は一時的に改善しました。しかし、

同日の大雨による出水で有明海湾奥の表層が低塩分となって密度成層が強化され、湾奥浅

海域で再び貧酸素化しました。８月３１日には成層がやや弱くなっています（図５）。 

 現在は、大潮の後の中潮期（９月１日～３日）で、小潮期（９月５～７日）に向かって

徐々に潮汐変動が小さくなる時期ですが、台風１２号の本州中部への接近に伴って１日よ

り強い北風が連吹し、湾奥底層の溶存酸素濃度は大きく改善される傾向にあります。この

北寄りの強風は９月４日頃まで続くと予報されているので、次の小潮期には著しい貧酸素

にはならないと推察されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（観測点１４：浜川沖） 

観測点１４（浜川沖）
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 図２．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（観測点１：浜川観測塔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（観測点Ｐ６：沖神瀬西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．有明海湾奥部西部海域底層の溶存酸素飽和度の分布 

（左：2011 年８月８日、右：2011 年８月１７日） 
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図５．有明海湾奥部西部海域の水質の鉛直分布 

（左：2011 年８月２４日、右：2011 年８月３１日） 

   （六角川観測塔Ｔ２から諫早湾央Ｂ３の断面） 

 

 

 註：本情報に使用している観測データは全て未補正値です。 


